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春・秋の頃， 広い田んぼ 1 枚 1枚， あぜ 1

本 1 本じっくり探してゆくと何かしらいます。

そして珍客に出会えるかと思うと， 費やす時

間のととなど忘れてしまいます。 クロハラ ア

アジサシ， オオチドリ， ヒメコウテンシ，

ミジロツメナガセキレイなど乙うして見つけ

たのです。 また低気圧の通る前後など時とし

て珍客が現われます。 仕事iζ支障がない限り，

また少し位雨が降っていても現地に向います。

セイタカシギ

て7

シマアオジ， キマユ ホオジロ，

などそんな時に出会いました。

かつては海岸Kもよく行きましたが，

とζろあちとち工作物ができたり， 釣人が増

えたりしてシギチドリもあまり寄りつかなく

なってきたので最近あまり回っていません。

しかし直江津港には海鳥類はじめシギチドリ

類その他さまさまの鳥が来るので， よく行き

ます。 ζ乙でも幾つかの珍客に出合いました。

乙れからも， まだお自にかかっていない鳥

に出合うととを楽しみに， 乙の地帯の探鳥を

気長iζ続けてゆ乙うと思っています。 （談）

乙の

高田平野北部へ鳥を見に行くようになって

から， かれ乙れ20年位になりましょうか。

1970年当時， まだ新潟県支部がなかったので

長野支部に入っていて， 愛知県の鍋田干拓地

のシギチドリ探鳥行に参加し， 広い水田で鳥

を探しまわって見て来ました。 それで， ζの

高田平野北部にも探せばきっといる筈だと思

い， また地元にいる（来る）鳥をよく見ょう

と考え， 以来休日と仕事の帰りや合聞に， 池

や田んぼや川原などを回り始めたわけです。

暫くは平 野の南部も回っていましたが，

ろんな鳥がどうも北部の方K多く見られるの

だんだん北部の方に多く足が向くように

し、

（
潟

回
付
近）

で，

なりました。

高田平野北部は， 頚北平場地帯と言われ，

多くの池があって水田が広がり， 海も近いせ

いか， ガンカモ類・シギチドリ類・ワシタカ

類その他さまざまな鳥がし、るので魅力があり

ます。 とれまで上越地方で記録されていなか

った多くの鳥と出会う乙とができました。 特

lζ珍鳥を初めて出合った時の様子など， いつ

までも忘れられません。 中でも ’84. 12 . 9 IC::: 

タンチョウを見つけた時は自 分の目を疑いま

したね。 まさかタンチョウが高田平野iζ現れ

ると思ってませんでしたので。 わずか 1 日い

ただけで＝そのタンチョウは去ってゆきました

印象深い鳥でした。カ5,
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� オオ カ ラモズの 飛来 l 
飛来地：中頚城郡頚城村浮鳥地区の水田

飛来数：成鳥 1羽（♀8不明）

初認（発見） ’89 年 2月6 日（古川）

終 認：同 2月 28日（古川）

飛来地の環境．図と写真に示すように， 近く

に集落がある他は広い水田地帯で， 用水の小

川の畔K， と乙ろど乙ろハンノキとサ卜トネ

リコがー列に生えていて， また川辺の附近の

あち乙ちに， アシ原がある。

習性と行動：とまっていたのは主として西側

（写真左側）のサトトネリコの列であるが，

少し離れた東側（写真右側）の少し大きいハ

ンノキの列にもとまり， 乙れらの木はどれ乙

れなく全部をとまり木に利用していた。 また

すぐ近くにある鉄塔の下の方にもよくとまっ

ていたし， 南の方少し離れた所に竹が立てら

れていて， その先に出ている針金にもよくと

まっていた。 更に浮鳥集落のはずれにある農

業用ハウスの屋根にもとまるζとがあった。

普通のモズよりこまわりも大きいが， 尾を上

下に振ると乙ろはやはりモズ科の鳥である。

木や竹の先iととまっていて， 地上（水田や

小川の土手）の獲物を探し， 見つけると一直

線に飛んで行って， 口lζくわえてきてまた木

に止る。 同じ木にとまるとは限らなし、。 餌は

よくわからないが， ミミズのようなものやケ

ラらしきものが見られた。 また脚や口に泥が

ついていたζともあるので， 泥の中に入って

中にいる生き物を獲って食う乙ともあると推

定される。

普通のモズもその近くをなわぱりとしてい

て， 時々オオカラモズの近くに現れる乙とが

あったが， オオカラモズは特別反応しなかっ

た。 従って争う乙ともなかった。 しかし， そ
- 2-
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の付近になわばりをもっチョウゲンボウが，

時々木にとまっているオオカラモズめがけて

突込んでくる乙とがあり， その時キュノレキュ

ノレキュノレ， リリリ， リーとq鳥いた乙とカ三あっ

た。 鳴き声を聞いたのは乙の時一回だけだっ

た。 また ホノイリングも 1 回だけ観察した。

図iと示すように， 主としてハンノキのある

所にいたが， 時々または人が近づいたりする

と， 60 0 m離れた北東の用水の小川沿にある

小屋付近へ飛んでゆき， また1000 m離れた北

西の潟川沿いにあるハンノキ列（その付近も

アシ原あり）の方へ， 直接または小屋の方か

ら飛んでゆき， どうやら乙の 3点を囲む範囲

をなわぱりとしているようであった。 そして，

小川や アシ原は採餌と関係があるように思わ

れた。

3月 1 自に春一番の南風が吹いた時以来，

乙のオオカラモズの姿は見られなくなった。

主な生息地と日本におけるこれまでの記録：

オオカラモズは， 「フィーノレドガイド日本

の野鳥」の分布図で見られる通り， 中国東北

部と北部奥地， モンゴノレ固などが繁殖地で，

越冬地はそれより南の朝鮮半島， 中国北・中

・南の平野部などであるから， 名の通り中国

飛来地の環境
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飛来地周辺図（国土地理院1/25000地図より）

の鳥である。

日本ではζれまで十数回記録されているが，

石川・鳥取・兵庫・岡山・高知・佐賀・熊本

・宮崎の各県， 島では紬倉島と対島など， い

ずれも西日本である。 今回迷行とは言え， 本

県南部に飛来し， 1 ヶ月近く滞留したζとは，

暖冬のため殆んど雪がなかったという気象の

ためと思われる。 （文責一山本）
-3一
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く〉特集。く〉鳥 一一 あの感動のとき。

シジュ カ ラが掌に乗った.�I
新潟市 岡田 正衛

”ジロ一手に乗る” 63年1月1 4日付の私

のフィールド ノートにζう書かれています。

ジローとは， 雄のシジュウカラの乙とで，

私の付けた呼び名で、す。 バードウォ ッチング

を始めた62年 4月から 我が家の餌場iと来る

常連のl羽です。 胸のネクタイが若干細目で

スマートな姿が目印で す。 番の雌をハナコ

と呼んでいます。

朝7 時， その日は晴れた寒い朝でした。 い

つものようにクルミを持って餌場の傍に立っ

ていると， 念仏寺の松から 2 羽のシジュウカ

ラが一直線に飛んで来ました。 まぎれもなく

ジローとハナコで， ジローは一旦給餌台に止

まりましたがすぐ私の中指κ飛び乗り， しば

らくして掌のクルミをついばんで飛び去りま

した。 野鳥が手iζ乗るなんてととは夢のよう

な話しだと思っていましたし， その頃は野鳥

lと惑かれた毎日でしたので， 「ゃったぞウ－

II Jと叫びたい衝動と背筋がゾクゾクする感

動を覚えました。 ほんの 5 秒位の乙とでし

たが， 発達した足指に掴まえられた乙そばゆ

い感触は一生消えないでしょう。

翌日日と16日も掌に乗ってくれましたが，

驚いた乙とに， 中指の先に止ってクノレミを掴

み， 私を背にしてカリカリ食べ始めたではあ

りませんか。 その可愛い乙とといったらあり

ません。 抱き締めたい思いで尾の先をソーッ

と親指で押えても動じませんでした。 昨年の

冬も 4 回掌に乗って餌を食べましたし， 春lと

は乙れまた嬉しいζとに， 巣立ち雛を連れて

部屋にまで入るようになりました。

考えて見ますと， 一昨年の冬場は， 実の日

も吹雪の日も欠かす乙となく餌場に立ち続け
- 4一

たものです。 勿論野生ですから， 人に馴れる

という乙とはあり得ないと思いますが， 少く

とも， 裏切るととなく誠意をもって接すれば

何か通じ合うものだ…と， 感動の余韻を味わ

っています。

今のととろ， まだ給餌の場だけで自 己満足

の域を脱しませんが， 今年からミニサンクチ

ユアリづくりを始めたいと思っています。

それにしても， 「窓をあければキミがし、るJ

そのものズノイリの生活は， 私の生がいです。

小さな出会い 大きな感動
上越市 杉田 満

鳥の識別すらままならない初心者の私にと

って， 珍鳥の発見とか， ふだん自にする乙と

のできない生態を見たという大きな感動場面

に遭遇する乙とはない。 見るもの聞くものみ

な新鮮にして感動そのものである。 四季折々

にふれる鳥との出会いに感概深いものがある。

春。 はじめて自にするフィノレドスコープに

映ったのはベニマシコであった。

「顔は何かに似ていると思いませんか」

同道いただいた古川弘さん。 なる程， 猿lζ似

ている。 印象に残る忘れ難い顔である。

夏。 詩歌lζ詠まれる鳥も数多し、。 しかしそ

のさえずりや容姿に触れずして歌いすごして

いる場合が結構多い乙とに気づく。 代表的な

唱歌「夏は来ぬJ IL歌われるホトトギスもそ

の一つであった。 新緑がもえるブナ林。 「特

許許可局Jと聞きなす鳴き声を発し， 枝に止

まる姿をはじめて自にしたとき， 数多くの夏

鳥から選ばれた幸運の鳥は乙れかとつくづく

見入ったものだ。

シギ・チドリ類の探鳥lと同行の折， 片足の

タカブシギに出会う。 環境悪化の犠牲と聞く。

それでも一心κ餌をついばむ姿に偉大な生命



力が感じられた。「飛ぶ鳥あ

とをにどさず」人聞に与え

た大きな警告である。

秋。 配色の美しいアカゲ

ラ。 頑丈な足の爪， 硬い尾

羽で体を支え， 幹iζ垂直に

止まり， 幹をたたく音はド

ラムをたたくように秋空に

リズミカノレに響く。 落葉の

乙ろは虫も少ない時期でも

あるのか夏場より心なしか

強く聞とえる。 木々の枯葉

もつられて落ち行く様は秋

の風物詩といってもよい。
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翌1983年の10月， 紅葉の

尾瀬を訪ねて再び尾瀬口に

立った時， なんとあの尾の

ない卜ビが湖岸の枯木から

飛び立ったではないか。 ゃ

あゃあ， 生きたんか。 思わ

ず， そう声をかけてしまっ

た。 それから注意している

と毎年乙のトビに出会う。

その出合いを喜ぶうちに，

わたしはζのトビにヒノレパ

と名をつける乙とにした。

その船付場のあたりは， 昔

ζ乙lと住んでいた人々が山

冬。 「オシドリ夫婦」という慣用句がある。 仕事の合事に休んだり， 昼飯を食べたりした

とζろから「昼場」と呼ばれるようになり，

今はその名残りにヒノレパ・ハウスという民宿

が建っている。 そ乙のぬしだからヒルパ。

物を見ずして語るなかれとばかり出かける。

雌雄相思う姿を無言で＝ながめつつ， 殺伐とし

た世相に思いをめぐらす。

鳥それぞれに個性があり， しぐさに心が引

かれる乙の頃。 鳥との小さな出会いを通して

人も及ばない生活の知恵， 生きるたくましさ

を自 然に学ぶ乙とが大きな感動iとつながるも

のと思う。

ヒルバ， 達者でな
小出町 柳瀬 昭彦

野生の鳥に名前をつける， という乙とは個

体識別が出来て， しかも長期にわたり観察で

きるという乙とである。 わたしが名前をつけ

たただー羽の野鳥を紹介しょう。

その名は， ヒノレパ， 老いた？トビである。

ヒノレパK初めて出合ったのは， 1982年の 8月

29日， 人波が去った静かな尾瀬を歩乙うと，

奥只見ダムを船で渡り， 尾瀬口の船付場で沼

山峠行のパスを待っていた時である。 上空を

舞う二羽のトビのうち， ー羽K， あれ尾羽が

ないぞ。 それでいて信じがたい巧みな旋 回を

するではないか。 でも， きっと冬を越せない

老鳥だな， とその時は思った。

ヒJレパは尾羽の再生機能を失ったのか，

もともと尾羽は生えかわらぬものなのか， 浅

学にして知らないが， とにかく1989年の 8月

末にも， その尾羽なしで元気に舞う姿を見て，

ほっとしたのだが， さて， 乙の厳しい冬をど

乙でどうして暮らしている乙とやら， 気がも

める乙とである。

地人書館の図解動物観察事典によれば， ト

ビの寿命は25年とある。 サギやクジャクも25

年， スズメは40年も生きると書いてあるが，

わたしは， その切りがよすぎる数字を不審に

思う。 ヒjレパとともにわたしも長生きをして，

21世紀に25歳を過ぎてなお元気な彼（彼女？）

の姿を見続けたいと願っている。

野鳥の会員の皆さんも， あそ乙を通ったら

空を見あげて， ヒノレパよ， 達者でな， と声を

掛けて欲しい。

-5-



まだ見ぬ閲入者たちヘ
一一 早出 川 は招 く 一一

五泉市 宮崎 増次

コ アジサシが7番。 コチドリとイソシギた

ち。 中州の小さなコロニーに， その鳥が現わ

れたのは7月 6 日であった。 コ アジサシのヒ

ナがヨチヨチ歩きを始めたばかりの巣の近く

に突然その鳥は舞い降りた。
〈らばし

茶褐色の背中に噴の根元が赤い。 胸元が白

く， その周辺が黒く太い線で固まれ， 白い腹

をしていた。 一見ツバメを大きくしたようで，

飛び方はイカノレチドリのようでもあり， よく

鳴く。 地上ではヨタカのようにペッタリすわ

りζんでジッとしている。 －ーと， その時の

観察 ノートは記していた。 名前は判別できな

いままに－－－－－。

阿賀野川の支流「早出川」は， 中蒲村松町

の川内山山系を源に五泉市で阿賀に合流する。

ブナ， カツラの天然林で近年注目された官名

岳も， その上流lと接する。 早出川の由来は，

文字通り「水の出が早い」からといわれる。

それだけに中流域で中州がよく発達していて，

水も比較的きれいだ。

数年前から乙の川の鳥に注意をはらってき

たが， 代表的なものはコ アジサシ， コチドリ，

イカルチドリ， イソシギ， オオヨシキリにキ

ジなどである。

なかでもハデlζダイビングをくり返すコ ア

ジサシの姿が清流によくはえる。 毎年10番前
後が営巣し， 夏休みの河原遊びの時期になる

と旅立ってゆく。

今年は7番で， 145151ふ化したが， 無事旅立

ったのは7羽のようであった。 あとはツミの

襲撃など， 外敵にやられたようだ。 それでも

7月10 日の増水で， ほとんど全滅した昨年よ

りはましであった。

乙のコロニーの自 然状態が10年20年前と比

べて， 良いのか悪いのか知る由もないが， コ- 6 -
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サギが河原に入りζむ現状では， あまり感心

できない。 乙れ以上悪化するなら， 方策を講

じなければなるまし、。

そんなとき， カワセミやタカブシギ， クサ

シギの訪問をうけると心が洗われる。 前述し

た見知らぬその鳥の， たった 1日の閥入も，

一時コアジサシさえ忘れさせる。

後日それがツバメチドリである乙とを知り，

しかも新潟の常山氏から， めずらしい繁殖羽

であるとの教示を受け， 子供のように喜んだ

りしている。

そして早出川の自 然が， 「菅名岳J のそれ

以上に優れたものとなり， 愛鳥家で埋る日を

夢みたり……。 来春が待ちどおしい。

里子鳥と私

妙高高原町 岸本 茂徳

始めて双眼鏡で野鳥を見たのは， 十数年前

の多摩川でした。 友人の案内で無理やり連れ

て行かれた乙とを覚えています。 その時私は

「キセキレイ」をまず入れて見ますと， 何か

不思議な感動にひたりました。 その日は「カ

ワセミ」や， 秋の渡りの頃でしたので， シギ

類を見たかと思います。

私を案内したその友人は， 翌年の春に今 度

は軽井沢に私を誘いました。 私は二つ返事を

し何か他のζとを考えたかもしれません。 少

し話は逸れますが， その頃私は練馬区の関町

に「エマウスJ と言う廃品 回収を行う身寄の

ない人たちの共同体で手伝いをしていました。

私が軽井沢へ探鳥に行く乙とを告げると大変

羨ましがられました。 軽井沢ではl つだけ強

く印象に残ったのは， 「 アカハラ」のあの優

雅な洗練された「さえずり」です。 地域によ

り「さえずり」が少し違うと聞きますが， 私

はその「 アカハラJ K関しては， 妙高と軽井

沢の違いを感じてなりません。

また， その友人の乙とですが， その年の初

冬lと私を伊豆沼へ駆り立てました。 私は寒さ



のため辛うじて目を開け， そζが伊豆沼であ

る乙とも知る乙ともなく立っていました。 そ

乙には友人の知り合いがおり， 海岸や山の方

も案内してもらいました。 その時 1, 0 0 0 ミリ

ぐらいのレンズを積んで車で移動し， 時折車

から白い簡を出す不審な私たちは， とうと

う宮城県警のパトカーの餌食になってしまい

ました。 今になっては楽しい思い出です。

と乙ろで， 私の友人の乙とですが， 時あた

かもとの原稿を書いてます明日， 東京で思

師の還暦のお祝いに数年ぶりに会います。 帰

省し 2～3 回は会ってはし、ますが， ゆっくり

話をする機回もなく楽しみにしています。

数年前， 私が雪おろしのため屋根に上がっ

ていたとき， たしか「オガ、ワコマドリJ の胸

元のコバルトブノレーに我を忘れた乙とを話し

てみようと思います。

今 度は私が友人を誘い妙高を案内できる日

を楽しみにしております。

飛ぶ鳥への想い

柏崎市 末崎 朗

私は鳥を見る時には， 鳥lと飛んでほしくな

いと長い間思っていました。 鳥が飛んでしま

えば， その美しい色や姿をじっくりと見る事

ができず， 鳥を見る面白味がなくなってしま

うとずっと思っていました。

何年か前に友人と北海道にフェリーで探鳥

旅行K出かけた事がありました。 フェリーの

上で海鳥を見るのふ目的の一つでした。 オオ

ミズナギドリやトウゾクカモメを見た後で，

見なれない鳥がー羽フェリーの回りを飛び始

めました。 その鳥は， 何十秒見ていても一回

も羽ばたきません。 翼長が体長に比して異様

に長く， まるで波の聞を縫うように飛ぶその

鳥はコア ホウドリでした。 「ソ アリングJ ' 

言葉だけは知っていても実際にその飛び方を

見たのは初めてでした。 風をうまく利用しな

がら優雅に舞うコア ホウドリを見て私は， 鳥
一7-
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「フィーノレドガ、イド

日本野鳥Jより

というのは空を飛ぶように進化してきた生物

であるというζとをあらためて強く感じまし

た。 その時から， 鳥の飛ぶ姿も関心をもって

見るようになりました。 そんな目で鳥を見始

めると， それぞれの種が固有の美しい飛び方

をもっζとがあらためて認識できます。 なか

でも， ガンがきりもみ状態で池lとおりる姿，

トウネンが波打際lζ群れ飛ぶ姿， サシパが南

へ渡っていく姿などは， みなそれぞれに美し

く感動的な瞬間として私の胸に焼きつけられ

ています。

昔から鳥は， 空を飛ぶ乙とから「自 由」の

イメージと強く結び‘つけられてきました。 し

かし， 自 然界に生きてし、く必要から生まれた

その飛び方は， それぞれの生き方と密接に結

びついており， 「自 由」のイメージとは程遠

く感じられる時もあります。 しかし，また「自

由」とかけはなれたような， そんな瞬間κも

自 然の中に溶け込んだ美しさがあると私は思

います。 飛ぶ瞬間lと秘められた感動を求めて，

ζれからも鳥を見ていきたいと思っている今

日乙の頃です。

乙の特集の写真およびイラスト

は編集部で挿入した。



猛 類シリーズVI

ト ピ

風間 辰夫

トビがタカの子を生んだとかトピに油揚を

さらわれる云々一・・ーというζとわざがあるが

日本産ワシタカの中で乙れ ほどよく知られて

いるタカはいないと恩われる。

しかしいざ個体を近くで見た時にずばり

u卜ビ”と半ljl.JJJできる人がし、るか， まだまだ

自 信がない人が多い。 筆者が傷病鳥保護の依

頼を受けて（デンワで）オオワシ， オジロワ

シ， ミサコ＼ トビより大きいタカだといわれ

ているが， すべてトビであった。 乙れ ほど知

られているタカであっても乙んな程度である。

もう少し卜ビについて知ってもらいたいの

で次に述べ， 会員の皆さんの参考に供したい0

．生息地及び生息数

低山帯から平野部そして海岸線に多く生息

しており， あまり移動しない種である。

県内で最も多いのが佐渡ケ島で両津市の海

岸線， 粟島， 糸魚川， 柏崎， 巻町， 岩室， 村

上， 紫雲寺等の海岸線lζ多く， 営巣数も多し、。

生息数は， 県傷病鳥救護舎で昭和46年から

元成元年12月まで収容した数は 650 羽余であ

り， 傷病鳥として収容した 187 種のうちでは

一番多くなっているので， 乙の数を10倍にし

て 6,500 羽， 100 倍にして 65,000 羽となり，

生息地等から合理的に判断して県内に生息す

る卜ビの数は 15,000～20,000 羽 と みられる0

．食性

最近の卜ビは生きた鳥獣はあまり食べず，

イヌ， ネコ， タヌキ， イタチ， ドバト等のへ

い死体を食べている。 場所によって自 動車に

ひかれるのを待っている個体も多く見られる。

町の掃除屋さんといわれる所以である。

－事故に合う状況

昭和46年から平成元年12月まで 187 種，
-8-
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6,500 羽余の野生鳥類が保護されたがその10

ノマ一セントはトビでトップをしめている。

事故に合う理由は， 開発行為による道路が

多くなった乙とで， 自 動車に衝突文は接触事

故が一番多く， 次いで特急列車， 新幹線， 農

薬， たまに飛行機に接触するという具合で，

いづれも人聞が作った文明の器によるもので

ある。

－生命力

日本産鳥類の中で一番生命力の強いのが卜

ビであり， 獣類ではタヌキである。

とにかく前記 650 羽の傷病トビのうち死亡

したのは 8～10パーセントであり， 殆んど助

かっている。

・人間生活にとって必要な鳥かどうか。

まずトビの熟語を見ると， 鳶色（茶色），

鳶口（卜ビの口ばしに似る）， 鳶職， とんび

（乙れはあまりよくない， 盗人にたとえられ

ている）等があるが， 日本は世界ーともいえ

る交通量， 特に自 動車によるペット 殺傷事故

が多く， ζれを処理してくれるのはトビやカ

ラスである。 更にネズミ， モグラ， ドバト等

人間の生活を大きくおびやかしている鳥獣を

駆除してくれる役割が極めて高い， それから

青空に輪をえがし、て上空を旋 回している姿は

“きれいな空気 ”の下で生きているような気

がしている。 そ乙で一首

卜ビが舞う， 青空高く， 天高く，

地球環境， 守れ人問。
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盛況／ガ、ン シンポジウム

雁を保護する会・福島潟野鳥の会・野生生

物情報センターが主催し， 豊栄市および当支

部を含む県内の野鳥関係団体の後援で， ’89 

年11月25 ・26日に豊栄市で聞かれた。 乙のシ

ンポジウムが本県内で開催されるのは初めて

であるが， 25 日の当日は予想を大きく上回る

100 人以上の参加者（県外30人余， 県内70 人

余）で， 会場を博物館から向いの東小学校へ

移さなければならない程の盛況であった。 雁

を保護する会の招待で来日したソ連科学 アカ

デミー会員のN・ゲラシモク博士も出席され，

国際色を帯びたシンポジウムとなった。 ゲラ

シモフ氏は日ソ共同で標識調査によるガン類

の渡りの研究をしているソ連側の代表で， 毎

夏カムチャツカ半島でヒシクイの標識（記号

・番号入りの首環をつける）を行っている。

シンポジウムは開会セレモニーのあと， 先

ず雁を保護する会事務局長の呉地正行氏より

「日本におけるガン類の調査研究および保護

活動について」基調報告がなされ， 特にヒシ

クイについて主として日本海側K渡来する亜

種オオヒシクイと， 主として太平洋側に渡来

する亜種ヒシクイの相違などをスライドで説

明された。 次に特別講演として， ゲラシモフ

氏が「カムチャツカ半島におけるガンカモ類

の渡りについて」（通訳一帯広畜産大藤巻裕

蔵教授）， またヒシクイ標識の状況やカムチ

ャツカ半島の鳥類などをスライドで紹介され

た。

今回のシンポジウムのテーマは「日本海側

におけるオオヒシクイを中心としたガン類の

渡来状況および越冬生態」というもので， 次

の 5 氏が各渡来地のガンについて報告された。

1. 千葉 晃一福島潟におけるオオヒシク

イの越冬生態

2. 山本 明一朝日池におけるガン類の渡

来状況と越冬生態。

3. 近藤健一郎一佐渡島におけるガン類の渡

来状況。

4. 坂本周一一石川・福井で越冬するオオ

ヒシクイの生態

5. 須川 恒一琵琶湖・西湖で越冬するオ

オヒシクイの生態。

最後に， 福島潟が年々水位が低下し， 陸地

化が進行している中で， 洪水防止を目的とす

る県営の放水路工事とも関連し， 今後水鳥類

の生息地としての前途が憂慮されるととから，

「福島潟の環境保全に関する アッピーノレと提

言J を本田清氏の趣旨説明の後， 参加者全員

の賛同で採択され， 関係省庁・新潟県知事・

県内関係市町村長へ送る乙とになった。

なお， 案内には雁を保護する会の義田義雄

会長が「日本におけるシジュウカラガンの羽

数回復について」講演するζとになっていた

が， ゲラシモフ氏の講演とスライド映写で長

くかかったので， シンポジウムでは割愛され，

夜の懇親会の折iとその概略を話された。

翌日は晴天にめぐまれ， 福島潟と鳥屋野潟

で観察会を行った。 福島潟では休息している

ヒシクイとコハクチョウの群， それにちょう

ど採餌場から帰ってきたヒシクイの大群に出

合う乙とができた。 また潟の陸地化が進んで

いる現状も見る乙とができた。

以上今回のシンポジウムがとれまでになく

盛況だったのは， ゲラシモフ博士の出席と共

K， 博物館を含む豊栄市の全面的な支援と，

主催団体に加わった福島潟野鳥の会の献身的

な協力κ負うと乙ろが大きかった。

（なお， 乙のシンポジウムの報告は， 主催者

に加わっている野生生物情報センターから

出ている「ワイノレド・ライフレポート」誌

に掲載され， その抜刷が冊子となって刊行

される乙とになっている）
-9一



’89 年 6月の上越市議会で， アオサギのコ

ロニーのある場所K， 市が少年野球場の建設

を計画しているのは問題である。 と論議され

ているととがマスコミによって報道された。

（’89. 6. 10 付各社新聞， 以後日報・上越新聞

その他で関連報道）乙のコロニーに注目して

いた私共野鳥愛好者も全く寝耳に水で・あった。

上越市が ”ふるさと創生費”も使って少年野

球場を造るととは平成元年度の予算に盛り込

まれたが， その建設予定地については， 6月

市議会で始めて明らかにされたものである。

高柳町では “ふるさと創生費”の一部でブナ

林を買い上げて， ふるさとの森を創ろうとす

るのに， 上越市はふるさとの自 然林それも ア

オサギのコロニーのある自 然、林をつぶして少

年野球場を造るというのである。 しかも市議

会で問題が提起されるまで， 建設主管の市教

育委員会はそζに アオサギのコロニーのある

乙とを知らなかったという。

と乙ろで， 乙の アオサギのコロニーは， 北

陸自 動車道の上越I Cから上新バイパスで新

井方向K走って間もなくの左手， バイパスの

東側 300m内外のハン ノキの林の中にある。

その北側にはスギが植林されている所もある。

乙のコロニーは ’88 年の春， 鳥仲間では古川

弘氏が始めて見つけたもので， それ以前にあ

ったかどうか判然としなし、。 近くの田んぼで

作業をしている人Kきいても， 全然、知らなか

ったという人や， ずっと以前にはあったよう

だが， 一時サギの姿が見えなくなり， 近頃ま

た戻ってきたようだという人もいた。

ともかく， ’88 年春からの観察で， ’88 年

は11巣から38羽のヒナが巣立った。 翌 ’89 年

（昨年）は確認しただけでも， 32の巣から85

羽のヒナが巣立っている。 林外からの観察で，- 1 0-
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巣およびヒナの確認が困難な所もあり， 実際

には乙れ以上のヒナが巣立っているかも知れ

なし、。

6月の市議会では， 純無所属のI議員が 1

人で問題を提起し， 一般質問でも建設予定地

の変更を求めて市長の見解を正したが， 市長

は変更の意志はないと答弁している。 その後

市は， 議会論議やマスコミの反響なと、から，

建設予定地は変えないものの， 人とサギとの

共存を図るというととで， 建設計画を見直し，

アオサギのコロニーのあるハン ノキ林を残し，

2 面の球場をコロニーをはずしてつくるとい

う案を発表し報道された。 ( 8月26日付上越

新聞他）（図参照）乙の見直し案κ対し， 私

は地元保護部員として検討し， 乙の案では ア

オサギのコロニーへの配慮が不充分であると

考え， 長岡でサギの研究を長く続けている長

岡科学博物館の渡辺央氏からも意見をきき，

別掲のような要望文書を草して， 支部長と連

絡をとった上で・事務局から出していただいた。

N 

建設計画

（日刊上越新聞 1989.8.26より）
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平底元年9月SB U上司理由から． 当支部とLて第ーには少年’lit喝の建置予定地を億円喝所に移すよ

上館市長 植木 公 殿
う費量するところであります．このこと位当面町コロニーの県置という•r書面ばかりで

なく、 コロニーの近〈に公共範置を遣ると、轟岡市町lU.山町例に見られるように‘ 早

日本野島町壷 新渇畢宜信長 大島 基 慢恩典や.’の苦情が出て〈ιことが予忽されるからであっます．

アオサギのコロニーの保誼について｛要望）

日頃から野易保腹についてのご配Eに駐軍を畏します．

きて． 去る6月の上魁市掻会において、 アフfサギ町コロニーのある掴市富岡町大白地

区の自銭綜｛一蹴人工樟｝が少年野壇場町建値予定地であるニとから． その量担をめぐ

って鎗極されたことが縄蓋きれました． またこのたびは． サギとの共存を図るため聾置

計画を見直L.. 縮小して建陸すること‘ 曹象”をきけて工事をすることなどが縄軍事れ

ました．

当主置創立地元金闘により発見されたこのコロニーに注目し その霞寮をみまもって

まいりました． 今年は碕IXしただけでも21向島からお羽町鑓が県立勺ております． 上越

地方でこれだけまとまゥたアオサギ町コロニーは他にな〈． 県円でも長岡市�丸山葺震

の濯など． 歓箇所で確12されているにすき’ません． 今は普通に見られるア才サギも、 生

且地が按められ環境が思化してゆけばやがて減少のー量をたどり． トキやコウノトリ

のようにならないとも隈つません．

6月市担金司船軍以来． 当支部としてはこ町同組に大きな関心を持勺て零ワました．

たしかにアフ？サギは天燃記念特でも特磁鳥舗でもなく. il:同には量識の同車になる島で

はありません． また大白地区町自燃梓も法的に規制を費吋0量lllX辛抱定地区でもあり

ません． しかしながら‘ 高田平野町水田に罰且れた自銘尊師申に． アオサキ町コロニー

があるといっ． ふる里町自銭環境を大事にしたいと考える町であります．

因みにこの震は長年の聞に自燃の笹生が回置L.. ハンノキをはじめエノキーオニグ

ルミ 7J:"f タヤキ zふムノキや‘ ゴマギ シログモーウコギ・ツルマサキその億円

高木・豆高木ー低木と共に‘ 多〈的事店舗鞠が生宵L. 今では徴少ない平野都町自祭事事

の特憶を蝿えておつまず． しかも拝車種楠町中に． チ雪ウジソウ｛きょうち〈．とう科｝

という寧阻では珍しい草本檀が生育していることが．橿鞠の研究軍によ勺て碕められτ

おり． 値拘卦布上のlil｛，格めているという． 単にア>tサギ両コロニーだけでなく． 纏鞄

上からも大草にしたい長であワます．

その要旨は， 第1 Iとは少年野球場を別な所

lζ造るζとを望むが， それが無理ならアオサ

ギのコロニーへの影響を最小限少なくするた

めに， 球場をコロニーのある所からできるだ

け引き離して造る。 そのために「新しく購入

する部分」を「減る部分」の近くにとって「減

る部分J と共に用地とし， 球場をもっと北の

方へ下げ．てつくるよう， 検討を要望するとい

うものであった。

一方， 9 月市議会でI議員もコロニーへの

影響を少なくするための大体同様な独自の見

直し案を出して， 本議会で一般質問を行った

が， 市長は「・減る部分」の西側にある水田は

地盤整備や区画整理を行った優良田のため，

取得困難である乙となどからとれ以上の見直

しはしないと答弁している。 従って当支部の

要望も残念ながら取り上げられるに至らなか

っfこ。

ζの問題ではマスコミなど好意的に報道し，

市側の不手際を論評した新聞もあって， 大分

注目はされたが， しかしまだまだ保護を望む

側の力は弱し、。 予定地周辺の住民・農家は，

しかし田市として今とな勺ては億円場所はどうしても需理ということであれば ． 衣替

の賢として‘ このたび見直きれ た計画について． 訴の点を指備して要望致L草 す．

ニ のたび見宣された少年野車場町建屋計扇町図面を見ますと

(1) 2面の重量喝のうち． 百倒的一面l:tコロニーのある場所に近〈‘ 球場とコロニーとの

間に遮音や鰻置となる樹木もなくなる状唱であれ区、 宮鍋への膨’もあること．

(2）駐車場もコロ＝ーの近〈に遣られるので． 宮泉への膨響とともに 自白車などへの

翼容も生じて苦情が出ること．

などが予想されます．

従e，て梱市が打出された人とサギとの共存を図るという方針のもとに． より効果的な共

存貨として． 当支郵はiXのように考えます．

即ち. !11￥喝II＆を宮且絶よりも勺と躍して陸霞するという前提のもとに

(1）駐車場として斬たに買思する西倒的事骨をやめて その分を北にあるf減る蔀骨J

に帰穫して買忠L. 『語る郵骨』と合わせて駐軍唱と野康舗の周砲とする． そうすれ

ば西側一面的球場は曹晶�よりかなり置して建訟するニとができ． 宮処への島署も

少なくなると共に． 駐車場から野草場への出λつも便利になると思われる．

(2）もし買収事情辛子軍などの関需で そのことが璽理であればー むLる『揺る都骨J

に駐車場を造り． 野Ill場も配置や向2与を積約して． 西側町草喝をで�るだけ宮畿地ょ

っ旋すようにする．

以上町点について． 更にご績肘下さいますようお願い致します．

なお． 官且期聖書けて工事を行うとのご配車はE置に筒捕と存じます． ア>tサギ町宮県

期t揖殖期｝は3月～7月ですので． 工事は8月、霊年2月町聞に行われますよう． 是

非お願い致します．

一方． アフfサギが本図的稽を，，，.つよすなどの彼害があり 周辺住民島まから”願書

も出ていると町ことであワますが‘ こうした稜害についてU草図的に科学的な調査を行

勺て対処すベーものと今えます．

以上

”サギの保護”には困惑していると， 4 大字

の町内会長・農家組合長の連名で， ”サギの

被害 ”対策を要望する陳情書を市長宛に出し

ている。 市議会でもコロニーの保護に理解を

示す議員もいたが， 積極的に動いたのはI 議

員 1 人だけだった。 保護を望む声は， 上越教

育 大の中村教授が日報の「人」欄でコメン卜

したのと， 当支部が要望書を出した他は表面

K現われなかった。

ともあれ， 今回は当支部として保護問題で

初めて要望書を出して空振りには終ったが，

保護問題に取り組む 1 つの体験として， また

当支部の存在を社会に示した乙とで， 意義は

あったと考えたい。 今回は対応が遅れたよう

に号、うので， 今後はいち早く対処して実効が

得られるよう体制を整えておく必要があろう。

なお， その後上越市は予定地の土地を買収

したが， コロニーに隣接している成林したス

ギの林は， 所有者が用材用に伐採してしまい，

コロニーの一方が裸lとされた格好なので， 今

年果して営巣するかどうか危ぶまれると乙ろ

である。- 1 1 -
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巻機山の鳥類調査中間報告

上越国境の名山といわれ， 魚沼連峰県立自

然公園に含まれている巻機山が， スキー場や

リゾート域として開発されようとしていると

き， 乙の山域の鳥類についてはまだ本格的な

調査がなされていない。 そζで当支部として

調査をしようという乙とが ’89年5 月の総会

で決定された。 調査担当者として 4 名のメン

ノ〈ーがあげられ， 今年度は 3 回行う予定が立

てられ， 次のように実行された。 （第2 回と

第3 回は天候その他で予定日より遅れた）

第1回（5 月28・29日）：山麓の清水集落付

近と清水より桜坂を通り， 小沢川を越えて駐

車場のある登山道入口までの山麓， および登

山道の井戸屋根コースの7合目(1570m）付

近まで。 調査者一柳瀬昭彦・山本明。

第2回(7月14日） ：登山道入口から割引沢

避難道を登り， 害I］引沢から割引岳頂上→御機

屋稜線→ニセ巻機→井戸尾根コースを下り登

山道入口まで。 調査者一渡辺央・山本。

第3回(10月28・29日）：第1 回と閉じ。 た

だし井戸尾根コースは 6 合目(1350m付近）

まで。 調査者一柳瀬・山本。

ζれだけの調査では不十分で，

来年度も引き続き行わなければ

ならないが， さし当り今年度の

調査結果から出現種を中心に報

告する。

5月27 •228日一清水集落周辺

と登山道入口までの山麓で出現

したのは， イカJレチドリ・イソ

シギ・ツツドリ・ブッポウソウ

・ アオゲラ・ツノイメ・イワツバ

メ・キセキレイ・セグロセキレ

イ・サンショウクイ・ヒヨドリ

・クロツグミ・ヤブサメ・ウグ
- 1 2一

研究部・保護部

イス・エゾムシクイ・オオノレリ・ヒガラ・シ

ジュウカラ・メジロ・ ホオジロ・ ノジコ・カ

ワラヒワ・イカノレ・スズメ・カケス・ハシブ

トガラスの26種。 中でもブッポウソウは繁殖

が推定されるので， 来シーズンはそれを確認し

したいとζろ。 登山道入口から井戸尾根コー

ス7合目までの山地では， オオタカ・ アオバ

ト・ジュウイチ・ツツドリ・カッコウ・ ホト

トギス・ アオゲラ・キセキレイ・ビンズイ・

ヒヨドリ・ミソサザイ・コマドリ・コノレリ・

クロツグミ・ヤブサメ・ウグイス・メボソム

シクイ・センダイムシクイ・キクイタダキ・

キビタキ・オオノレリ・コガラ・ヒガラ・シジ

ュウカラ・メジロ・ホオジロ・クロジ・ウソ

・カケス・ハシブトガラスの30 種が出現した。

乙の中で比較的多かったのは， コノレリ・ウグ

イス・キビタキ・ヒガラ・ ホオジロ・カケス

などであった。 乙乙は 5 合目（1130m）から

7 合目(1570m）にかけてブナ林があり， そ

の下部はミズナラを主とする広葉樹林のため，

乙うした樹鳥類が多いのであろう。 6 合目よ

五合目付近の秋のプナ林（’89. 10. 29) 



り上には残雪があり， 乙れから

繁殖期に入ろうとする時期であ

るが， 山麓ではすでに繁殖期に

入っている乙の時期K， 合せて

42種が出現している乙とは注目

されよう。

7月17日一朝雨のため出発がμ

おくれたが， 割引沢避難道・井

戸尾根の両コースで出現したの

は， ノスリ・キジバト・カッコ

ウ・ アオゲラ・コゲラ・ツバメ

・キセキレイ・ビンズイ・サン

ショウクイ・ヒヨドリ・モズ・

ミソサザイ・カヤクグリ・コマ

ドリ・クロツグミ・ヤブサメ・ウグイス・メ

ボソムシクイ・センダイムシクイ・キビタキ

・オオノレリ・コガ．ラ・ヒカーラ・シジュウカラ

． コ’ジュウカラ・メジロ・ ホオジロ・クロジ

・カワラヒワ・ウソ・カケス・ ホシガラス・

ハシブトガラスの33種であった。 比較的多か

ったのは， キセキレイ・ヒヨドリ・ヤブサメ

． ウグイス・コガラ・シジュウカラ・メジロ

・ ホオジロ・ウソなど。 モズが標高1700m付

近まで上っていたのが珍しかった。

10月28・29日の秋の調査では， 5月の調査

と閉じ山麓で， カノレガモ・トビ・ツミ・キジ

バト・ アオゲラ・セグロセキレイ・モズ・カ

ワガラス・ミソサザイ・シロハラ・ツグミ・

ウクーイス・ ノピタキ・コカボラ・シジュウカラ

． コ。ジュウカラ・ ホオジロ・カシラターカ・ ア

オジ・カワラヒワ・スズメ・ハシブトガラス

の22種が出現， また井戸尾根登山道コースで

は， アカゲラ・コゲラ・jレリビタキ・シロハ

ラ・ツグ、ミ・ウグイス・キクイタダキ・ エナ

ガ・コガラ・ ヤマガラ・シジュウカラ・ ゴジ

ュウカラ・ウソ・イカノレ・ノ、シブトガラスの

15種が出現した。 両方合せれば28種となる。

比較的多かったのは， 山麓ではシロハラ・コ

ガラ・ヒガラ・ ホオジロ・カシラダカ・カワ

ラヒワ・スズメなど， 山地ではシロハラ・ツ
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山頂付近の景観（’89. 7. 14) 

グミ・ エナ力。などであった。

なお来年度は繁殖期lζ井戸尾根登山道コー

スと山頂付近， 春季（5月上旬頃）に山麓付

近を行いたいと乙ろである。

〔附記〕巻機山の開発は， 目下事業主体の住

友不動産で凍結中と言われている。

く野鳥観察豆辞典＞

図会監につい て

“事室は小説より奇なり ”と言われるが，

”実物は図鑑より異なり”と言えるのではあ

るまいか。 もち論図鑑をつくる人は， できる

だけ実物に忠実たらんと努力するのであろう

が， やはり人のつくるもので限界がある。 形

はともかく， 微妙な色どりや細部の色分けな

ど， 図鑑が実物通り表現できるものではない。

図鑑は標準的なものを示すにすぎず， 野外で

は光線の具合によって色彩も違ってくるし，

細部の色分けなど成幼♀Sで段階的に異るも

のもいる。 図鑑はあくまで目やすとして使う

もので， 特lと珍鳥・採鳥・亜種などについて

- 1 3 -

は， あまりあてにしない方がよいーとはベ

テランの観察者や専門家の言である。
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行事報告

。第3回 研究発表会

’89 年12月17日， 昨年と同様鳥屋野潟の畔

にある県立自 然科学館で， 9 時30 分より調査

報告・研究発表・スライド発表が行われた。

報告・発表者と内容などは次の通り。

(1) 小野島学：県内K生息するセキレイ類の

分布について。

県内に生息する 3 種のセキレイ類について，

今年度行った会員からの アンケー卜調査をま

とめて報告された。 （最初にアジ アに生息す

るセキレイ類についても紹介）調査はまだ不

記分なので今後も継続したいとの乙と。

(2) 小池重人：コムクドリの繁殖生態一営巣

場所の確保とつがし、形成。

巣箱架設によるコムクドリの繁殖生態につ

いての10年余にわたる研究から， 副題の部分

をスライドを用いて説明され， 興味深い繁殖

行動を紹介された。 （なお小池氏は日本野鳥

の会研究報告S tr ix No. 7ー19881ζ， 乙のコム

クドリの繁殖生態について， 論文としてくわ

しく報告されている）

(3) 末崎興助：繁殖期のハヤブサの行動。

海岸の繁殖地でハヤブサの行動を撮影した

スライドを発表， 猛禽ハヤブサのあまり見る

乙とのできない数々の場面を紹介された。

(4）渡部 通：ブナ林の四季と鳥。

氏がフィールドとしている東蒲室谷の奥に

広がる日尊， 倉山のブナ林の四季の景観と，

そとに生息する鳥特lζキパシリの貴重な繁殖

の記録など， 美しいスライドで紹介された。

しかし乙のすばらしいブナ林も， 年々伐採さ

れて減少してゆくのは身を切られる思いだと

強くその保護を訴えられた。

(5）石部 久：スライド特に二連スライドの

作り方について。

氏が作成した鳥屋野潟を中心とした「新潟

の自 然」の二連スライド（ナレーション吹込

みのテープ連動）を映写して， 乙れらの作り

方を紹介された。

なお， 案内iと記載されてあった石井哲夫氏

の「パンデングにあらわれた鳥類の移動状況」

は， 当日ヒシクイ調査日と重なったため， 調

査員の石井氏はどうしても抜けられなくなっ

たため， 石部氏が代役をつとめられた。

〈〉 朝 日池探鳥会

11月19日， 今年は朝からの雨， 昨年はあん

なに好い天気にめぐまれたのにと残念至極。

それでも遠くは新潟から， そして長岡・柏崎

からも多く計25 人が集まった。 まともな探鳥

はできず， 柏崎の小林さんのワ ゴン車に入れ

てもらって， 小林さんと高田の古川さんから，

朝日池の鳥についていろいろ伺った。 小降り

の時に出て， カモ類を主として探鳥している

うち， オジロワシを見つけて今年の初認とな

ったのは収穫であった。

編集後記 そろそろ寒も明けようとしてい

ますが， 今冬は平年並の雪， まだ冬の最中で

す。 本報が会員の皆様の元iζ届く頃は， 春も

すぐそζまでやってきて， 野の鳥たちも繁殖

に向って躍動を始める乙とでしょう。

今年も元気で活動されますよう。 (Y) 

行人局行務
発発
事
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大 島 基

日本野鳥の会新潟県支部
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